使用 器具 = テ 今 


イボ の よう な 小さ な 腫瘍 を 処置 する 術 式 。 小 腫瘍 腫瘍 
と は 違い 、 レー ザー で 上 串 部 を 焼却 し て 治療 する 。 そ の 後 、 焼 
却 時 に 発生 し た レー ザー 痕 に ヒー ル ゼ リー を 塗れ ば 処置 完 
了 と な る 。 た だ し 、 レー ザー 痕 か ら 血 だ まり が 発生 し た 場合 
は 、 治療 まえ に 血 だ まり を 吸引 し て お く こと 。 腫瘍 摘出 時 に 
小 腫瘍 が 発生 し た 場合 は 、 腫瘍 の 切除 痕 を 治療 する まえ に 
小 腫瘍 を 焼却 し 、 人 工 膜 を 定着 させ る と き に 使う ヒー ル ゼ リ 
ー で レー ザー 痕 も 同時 に 治療 し て も いい 。 


小 腫 葛 は ひと つ ひ と つ 治 療 す る より 、 い 
くつ か まとめ て 焼却 し 、 一気に ヒ ー ル ゼ 
リー を 塗っ て 治療 する と いい 。 


小 腫瘍 焼却 時 に 発生 し た 血 だ まり が ほ 
(AA 陸 蘭 | か の 小 腫瘍 の 上 に 広がる こと が ある 。 
【 手 順 』 衣 | その 場合 は 血 だ まり の 吸引 を 優先 だ 。 
4 ノニ レー ザー 小 腫瘍 を 焼却 する 
2 づ ヒー ル ゼ リー レー ザー 痕 に 塗る 


し よう 還 に ビン セッ 
付近 の 皮膚 を つま ん で 傷 を 閉じ 、 裂傷 と 同様 に 傷口 を ジグ ザ 
グ に 織 合 すれ ば 術 式 完了 だ 。 傷 口 の 血 だ まり が 再発 し た 
り 、 縫合 が 遅れ て 閉じ た 傷口 が 開い て し まう と 、 血 だ まり の 
吸引 | か ら や り 直 し に な る うえ 、 その 後 の 縫合 を うま く 行なっ 
で 選 [Cool」 評価 は 獲 。 叶 で き な い 。 その た め 、 すべ て の 処 
置 を 休む 間もなく 行なう 必要 が ある 。 


S 電 | ピン セッ ト で 傷 の 端 を つか み 、 内 側 へ 動 
か し て 傷 を 閉じ る 。「Ok] と 表示 され る 


評価 ポイ 2 選 に 関 入る 要素 

・ 血 だ まり が 再発 する まえ に 手順 を 終え る 

・ 傷 口 を ミス な く 閉 じ 、 傷口 が 開か な いう ち に 縫う 
・ 縫 合 線 の 長 さ が 規 定 以 上 あり 、 左右 の 幅 が 正確 
・ 縫 合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 ある 


【 手 順 】 

人 ( 少 ドレ ー ン 血 だ まり を すべ て 吸い 取る 
ラク ノ ピンセット 患部 の 傷口 を 閉じ る 

3 の 針 と 糸 閉じ た 傷口 を 縫う 


ノー 
NN 和 、 


弾 痕 を 治療 する 術 式 。 銃弾 を 引き 抜い た あと の 弾 痕 も 同 
様 の 処置 で 治療 する 。 血 だ まり を 吸引 し 、 人 工 膜 を 患部 に 
乗せ て ヒー ル ゼ リー で 定着 させ れ は 負 置 完了 。 血 だ まり の 
再発 回 数 が 評価 に 影響 する が 、 人 工 膜 を 乗せ た 状態 で 血 だ 
まり か 再発 し た 場合 き は 評価 対象 外 に な る 。 


Wl 人 芽 膜 が 血 だ まり の 再発 で 剥が れ て 
、 も 、 正しく 処置 を 行なっ て いれ ば 、 その 
蘭 0| 後 の 処置 で 「Cool] を 獲得 で きる 。 
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【 手 0 ー ws 評価 ポ 務 錠 ほ 関わ る 要素 
1 (ドレ ー ン 血 だ まり を 吸 . ミス な く 人 工 膜 を 患部 に 乗せ る 


症 IAO0H ・ 血 だ まり が 再発 する まえ に 人 工 膜 を 乗せ る 
3⑳ ② ヒー ル ゼ リー 人 工 膜 を 定着 させ る 


> 評価 ポイ ント ( ) 


体内 に 埋まっ た 銃弾 を 摘出 する 術 式 。 ま ず 弾 痕 の 血 だ まり 
を 吸い 取り 、 弾 痕 に 表示 され た ガイ ドラ イン に メス を 入れ 
る 。 つ ぎ に 発生 し た 血 だ まり を 吸引 し て 銃弾 を ピン セッ ト で 引 
き 抜く 。 弾 の 摘出 に 成功 し た ら 回 収 トレ イ に 弾 を 乗せ て 処置 
完了 。 残っ た 弾 痕 は 銃 創 処置 の 手順 で 治療 し よう 。 銃弾 摘 
出 の 評価 に は 弾 を 抜く 角度 が 大 きく 影響 し 、 傷 に 対し て ほぼ 
垂直 (88 92 度 ) で 抜け ば 「Cooll、 垂直 に 近い 角度 (85 
ー 87、93 ~ 95 度 ) な ら 「Good」 に な り 、 角度 が 悪い と 
[Miss」 で や り 直 し に な る うえ 、 評価 は 必ず 「Bad] に な る 。 


KN バイ タル が 低下 し て いる 状態 で 行なう こ 
と が 多い た め 、 WO 


【 手 順 】 

] 評価 ポ 祖 民 に 関 

1 (ドレ ー ン 血 だ まり を 吸い 取る 人 な 
2 ヘ メ ス 銃 創 を 切り 開く 9 え に 処 置 を 終え 


・ 正 し い 角 度 で 銃弾 を 引き 抜く 
・ 引 き 抜 いた 銃弾 を 落と さ ず に トレ イ へ 運 点 


3 ( み ドレ ー ン 血 だ まり を 吸い 取る 
人 クノ ピン セッ ト 銃弾 を 引き 抜き 、 ト レイ へ 運ぶ 


心 細 動 、 術 野 揺れ 


_ 心 臓 の 鼓動 が 激しく な っ た り 、 術 野 が 大 きく 揺れ る 状態 。 
心 細 動 発生 時 は 喜 動 が 激しく な り 、 た いて い が 本 震 へ 移行 

する 。 本 岩 に 切り 替わっ た り 、 術 野 揺れ が 発生 し て いる あい 
だ に 処置 を 行なう と 「Miss」 居 な り 、 心 細 動 の と き は 必ず 心 
停止 に が っ て し まう 。 音 を 聞き 分 け 、 鼓動 が 激しく な っ た 
り 、 オペレーター の 指示 が あっ た 場合 は 術 式 止め よう 。 


ぁ 評価 ポイ ント 一 一 


較 | 心 細 動 が 発生 する と 心拍 音 が 高 鳴 
隊 旨 | る 。 心拍 数 を 示す ゲー ジ が 大 きく 動い 
結 放 | て いる あい だ は 手 を 止め て お こう 。 


評価 ポイ ント ( ) 


黒ずん だ 血 だ まり を 処置 する 術 式 。 内 出血 は 普段 見 えな 
いた め 、 エコ ー で 場所 を 特定 し 、 メス で 串 部 を 切開 する 必要 
が ある 。 切 開 後 は た まっ て いた 血 を 吸い 取り 、 切 開口 を 
合 す れ ば 処置 完了 。 切開 口 が 小さ いこ と で 締 合 を 細か く 人 行 
な う 必 要 が ある が 、 血 だ まり の 再発 が 速い の で 極力 素早 く 行 
な いた い 。 な お 、 内 出血 に は 悪化 する も の と し な いも の が 
あり 、 悪化 タイ プ は 発生 か ら 少し ずつ 大 きく な り 、 一 定時 間 
で 上 患 部 が 裂け 、 血 だ まり 裂傷 に 変化 する 。 


( ま 、M1 
eS ac ・ 血 だ まり が 再発 する まえ に 切開 口 を 縫う 
② ヽ ヘ メス 内 出血 を 切開 する え に 切 半 う 


・ 縫 合 線 の 長 さ が 規定 以上 あり 、 左右 幅 が 正確 
・ 縫合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 ある 


<3 ( 少 ドレ ー ン 血 だ まり を 吸い 取る 
條 の 針 と 和 糸 切開 口 を 縫う 


WW 
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